2017年度 特定非営利活動法人リアライズ総会議案

日時：2017年5月30日（火）19：00～21：00　　　
場所：ＮＰＯリアライズ事務所

参加者： 
欠席者：　　　　　　　　　　　　　　　　




1） 議長選出



２）2016年度事業報告・決算見込報告



３）2017年度事業計画(案)・予算(案)



４）定款変更について
　・2018年度事業計画(案)・予算書(案)
　・その他の必要書類の確認



５）役員給与について



６）その他の議案
　　


	７）議事録署名人選出


2016年度ＮＰＯ法人リアライズ事業報告書
2016年4月1日～2017年3月31日

特定非営利活動法人リアライズ

Ⅰ．2016年度活動総括
2016年度は、泉州北圏域の身体障害のある人に偏ったこれまでの活動を振り返り、これからのリアライズの方針を確認することに力を注いできた。
そのきっかけとなったのは、リアライズがこれまでフィールドとしてきた泉州北圏域から離れている泉南郡に在住している障害者からの介助派遣の依頼であった。そして、これを機にリアライズが主として対象とする人の障害種別や、地域の範囲をどのように考えるかについて全体で議論を重ねることが必要となった。
その結果、「障害種別や障害者・児を問わず、地域の範囲も限定せず、出会っていく障害者の生活について考えて取り組んでいく」という方針が決定した。また、その方針を実現するためにも、相談支援等のスタッフのみでなく、障害、健常を問わず、出会っていく人とリアライズ全体として積極的に繋がっていくことも確認された。
それと並行して、2016年度から新しい取り組みも行ってきた。
ひとつは、障害者差別解消法と大阪府における障害を理由とする差別の解消の推進に関する条例が施行されたことによる差別事例の共有する場の必要性と、リアライズの規模が大きくなったことによって、活動内容や情勢の共有が難しくなってきたため、2ヶ月に1回の頻度で「運動報告会」を開催してきた。報告会で共有する内容や担当の整理など、詰める必要性のある課題も残ってはいるが、各種の取り組みの共有や、障害者とスタッフが一同に会する機会としての効果は見受けられる。
さらには、2016年4月14日に発生した熊本地震にともなう救援募金活動や、関西の障害者団体で構成された「熊本地震被災障害者救援本部関西実行委員会」へ参画し、熊本への現地派遣による支援活動を行った。そして、熊本市、益城町の現状と支援活動について、運動報告会とフェイスブックにて活動報告を行い、今後起こりうる南海トラフ地震について考える機会となった。それ受け、リアライズ内に防災対策のチームを設置し、泉大津市社協へ協働の取り組みの必要性を働きかけてきた。その結果、社協や市民活動支援センターと協働し、2017年度に泉大津市社協が実施予定の「防災についての講座」の運営に参画することができ、開催に向けて現在も検討中である。
つづいて、各部門の取り組みにおいて総括する。
相談支援・エンパワメント事業部門では、相談を通して出会った個々の障害者との関係性づくりに力を入れて取り組んできており、相談支援担当者とだけではなく、リアライズで活動している他のメンバーとも繋がりができ、相談支援だけに終始しない関係性ができつつある。
また、以前からリアライズと繋がりがある知的障害の当事者が長年、施設入所を余儀なくされている現状について、これまで制度の壁などが理由で地域移行の取り組みが進められない状況があった。そこで、事務局で検討した結果、制度の狭間にある地域移行に必要な自立支援のための介助の資金と、従来から実施してきた入院時の介助が必要な人に対する介助（40時間/月）の資金を持ち出しで確保することとした。この事業は、2017年度から、自立生活応援事業として正式に実施することとする。
介助派遣部門では、2016年9月に介助者不足の状況を少しでも解消するため、『24時間介助者募集』と題したイベントを実施し数人を登録に繋げることができた。また、2017年4月より男性1名が登録介助者から介助リーダーになることが決まった。しかし、卒業する介助者も多く、特に男性の介助派遣の体制は、従来にも増して手薄になっているため、介助者集めが急務となっている。
生活介護部門では、毎月第3土曜日に「せんしゅうちいきピアサロン」を開催しており、継続的に参加するメンバーも数人おり、サロンの関わりだけではなく、リアライズのメンバーと日常的な関わりが出来つつある人も現れてきた。
そして、地域との繋がりという点においては、泉大津市上條地区福祉委員会、条東地区福祉委員会主催のイベントには、毎回招待してもらえるような関係ができてきた。また、これまで繫がりがなかった地元の誠風中学校にて、人権学習の授業を担うという機会もあり好評との評価もいただくことができ、他校への紹介もされることとなった。
本部部門については、事業開始2年目から法人事務及び介助派遣部門、相談支援部門の管理事務を担ってきたスタッフの退職に伴い、それぞれ新体制となった。そのため、特に法人事務については慣れない業務が多かったことや、処遇改善の改定にともなう賃金規定の改定、それにともなう人件費支出の調整など、経理担当者のみでは担えない状態となり、代表も本部事務を担うこととなり、代表の本来の活動に制限が出る結果となった。しかしながら、次年度に向けた賃金規定や処遇改善の規定がある程度整理できたことと、担当者が1年間の経験を経たこともあり業務を全うできるようになったため、次年度より代表の役割に専念する見通しができた。
また、2016年度に新しい障害者スタッフ１名が加入し、体制を立て直しているところだ。
このように、2016年度は、これまでの活動の振り返りと、新たな方向性の実現に向けた自立支援とエンパワメントに力を入れた一年となった。
そして、次年度はリアライズ設立10年目を迎えることとなる。10周年にさしあたって、「成果」「感謝」「繋がり」をテーマに「リアライズ10周年記念祭」を2017年8月に開催することとなり、若手スタッフ中心に記念祭の準備を進めているところでもある。
現在のリアライズは、これまでの設立メンバー中心の運営から、それぞれ一人一人が役割を担いリアライズが次のステップに進むための第一歩の年となった。


Ⅱ．システムアドボカシー活動報告
1． 障害者差別解消法及び大阪府障害者差別解消条例の施行に併わせた取り組み
障害者差別解消法及び大阪府障害者差別解消条例の施行に伴い、障害者が差別を受けた際に自治体や関係団体への相談・報告をし、差別を行った事業者に対し差別解消に向けたやり取りを積極的に行っていくよう努めている。2016年11月に泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会権利擁護部会(障害者差別解消支援地域協議会)が設置され、リアライズも委員として参画している。また、障害者メンバーが受けた差別について、リアライズ全体で共有する機会として、今年度より障害者スタッフ、健常者スタッフ、生活介護部門の障害者メンバーを対象とした運動報告会を2ヵ月に1回開催することとなった。そこでは、差別事例の共有のみならず、国や泉州地域等の情勢報告やそれらに関する学習会、被災地支援などの関連事業の活動報告なども行っている。

2． 泉大津市における非定型申請拒否、支給決定上限問題についての取り組み
2011年10月から2014年3月まで、泉大津市では、障害者総合支援法(当時、障害者自立支援法)における支給決定において、非定型の申請を一切受け付けないという違法な運用を行っていた。そのため、重度訪問介護の支給決定時間数に一律291時間という上限が設けられていた。
そのような状況に対して、様々な働きかけをした結果、2014年4月から非定型の申請を泉大津市に認めさせた。しかし、2014年4月、2015年1月に重症心身障害のあるAさんが非定型の申請を行ったが、いずれも申請前の時間数からの増量は一切認められなかった。
その後、泉大津市で非定型の支給決定が認められたのは、2016年4月から親元を離れて泉大津市内で自立生活を希望した重度の身体障害のあるBさんだった。支給決定時間は、重度訪問介護で411時間であった。
今回認められたBさんよりも重度の身体障害に加えて重度の知的障害のあるAさんのほうが必要な支援の量が多いのは明らかだが、Aさんは非定型の申請を認められなかった。泉大津市に対しては、本人の支援の必要性に基づいた支給決定を行うように引き続き求めていく。

3． 泉大津市での審査会の問題についての取り組み
この間、泉大津市において、区分認定や非定型の支給決定の際、本人、相談支援、家族、サービス提供事業所などが長期にわたって取り組んできた重症心身障害のあるAさんの自立生活にむけて、介助時間が不足するため非定型の申請をしたところ、審査員から「本人の意志かどうかがわからない」という理由等で、時間数の増加が認められなかった件があった。
現在、Aさんの自立生活に向けての取り組みは、本人の体調不良と介助者不足のために止まっているが、取り組みを再開した時点で、泉大津市に対して本人の必要性に基づいた支給決定を行うように求めていく。

4． 泉大津市の入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けての取り組み
泉大津市に対して、重度障害者が入院した際に介助やコミュニケーションにおける公的な支援が行われるよう「入院時コミュニケ―ション支援」の実施を求めていく。
2015年10月2日付けで泉障連、泉大津市身体障害者福祉会、泉大津障害児者親の会、泉大津手をつなぐ親の会の4団体の連名で要望書を提出した。要望書に対する市の回答は、障害者総合支援法の施行後3年の見直し時期にあたり、重度訪問介護における入院時の利用の可否についての動向を見ながら実施を検討するとのことだった。
障害者総合支援法の一部改正が行われ、2018年4月から重度訪問介護サービスを普段利用している障害者が、病気やケガなどで入院した際に、ヘルパーを病院内（病室等）でも利用できるようになった。しかし、対象者は障害支援区分6の者と限定されていることや、実施されるまでは入院時は利用できない状況が続くため、市に対して引き続き入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けての働きかけをしていく。

5． 南海電鉄駅無人化問題についての取り組み
2013年3月より、障大連、泉障連、南部障害者解放センター等と連携して行ってきた南海電鉄の駅員無配置化の問題に対する取り組みについては、当初より南海電鉄当局との協議、および、障害者が中心となって実施した「泉州TRY2013」に引き続く取り組みとして、地元住民からも無配置化反対の声があがっている「南海電鉄松之浜駅」を、無配置化解消の方法を模索するモデル的取り組みとして、リアライズが中心となってすすめる準備を行っている。
2016年度は、無配置化の問題点や、これまでの取り組みをとりまとめた冊子の作成と駅員無配置化についての地元住民の声を集めるためのアンケート案の作成に取り組んできた。
冊子とアンケート案が完成次第、泉大津市市民活動支援センターを訪問し、取り組みの趣旨を説明したうえで、泉大津市内の子どもや高齢者関係の団体の紹介を受け、それらの団体の立場からアンケートについて助言をもらいアンケートを完成させる。
泉大津市の自治会連合会に泉大津市内でのアンケートの協力を依頼する予定。

6． 和泉中央駅―桃山学院大学間の歩道橋エレベーター設置に向けての取り組み
泉北高速鉄道和泉中央駅と桃山学院大学との間にある歩道橋の階段昇降機が、老朽化による故障を繰り返しており、また、使用についてもカードキーの発行が必要となるなど利便性が悪い現状がある。
2014年度に同大学に入学した、車いす使用の学生より、市に対してエレベーター設置の要望をしたいとリアライズに相談があった。リアライズとしては、本人のエンパワメントを含め相談支援を継続しつつ、泉障連にも地域の課題として連携を依頼した。それを受けて泉障連交通部会としても取り組んでいくこととなった。
具体的な動きとして、2014年6月、本人が市に対してエレベーター設置の要望書を提出したところ、市長名で設置する方向性で検討するとの回答があった。
しかし、市による現地調査の結果、設置については立地上難しいとの見解が示されたが、市としてもエレベーターの必要性を理解しているため、設計コンサルタント会社を入れた上で改めて検討を進めることとなった。
その後、市、コンサルタント会社、障大連、泉障連で現地調査を行った結果、当初予定の設置場所とは違う新たな設置場所で進めていく方向で話がまとまった。
当初、2016年の3月の議会でエレベーター設置のための設計図の予算取りをし、2017年3月の議会で着工のための予算取りをすることを計画していたが、2016年の議会までにエレベーターの詳細が決まっていなかったため、設計図の予算をとることができなかった。計画より1年遅れの2019年に完成予定。

7． 南海バスの接遇問題等の改善に向けての取り組み
  リアライズで関わっている障害者(車イス利用者)から南海バス光明池営業所が管轄しているバスを日頃利用する中で不便さを感じているとの相談があった。特にバスに内蔵されているスロープが出ないケースやバス停で待っているにも関わらず見落とされ発車されてしまうケースが後を絶たず、活動に遅刻するなど支障を来していた。
ケースの共有と今後の改善策を求めるべく、泉障連交通部会のメンバーと共に2016年4月に南海バス光明池営業所を訪問した。所長と副所長が対応し、バスの整備点検を徹底することと、見落としが起きないよう乗務員に指導を徹底するとの返答であった。
　また、2016年9月に同じ障害者から、バスを利用した際に運転手の固定ベルトの外し方が乱暴であったことを指摘したところ、何度か無視されたのち「そんなこと言うから嫌われるねん。もっと可愛く大人しくしといたらみんな気分良く手伝ってくれるねん。」との差別発言を受けた。これを受け、営業所の所在地である和泉市役所の障害者差別の対応窓口に報告した。窓口に仲介してもらう形で光明池営業所に対し運転手からの直接謝罪の場を設けることと原因究明、再発防止策を明記した文書を求めていくことになった。
しかし、後日提示された文書回答では事実と大きくズレた内容が記載されており、障害者差別であったという明記もなかった。そのため、作成し直すように求めるべく、泉障連交通部会のメンバーと共に南海バス光明池営業所を訪問した。訪問時には事実確認とともに運転手からの直接謝罪と管理監督者からの謝罪が得られた。また、再発防止策として障害者を交えた人権研修を定期的に取り入れていく方針であることを確認できた。
しかし、訂正版の文書回答では、当日の状況や運転手が差別発言をするに至った経緯は忠実に書かれていたものの、障害者を交えた人権研修を取り入れていくとの明記がなかった。再発防止策として、あくまで以前から実施している接遇研修を継続していくという内容に留まっていたため、障害者を交えた人権研修の実施を明記するよう引き続き求めていく。


Ⅲ．2016年度事業一覧・・・割愛

Ⅳ．2016年度事業別報告
1.  自立生活センター・リアライズ【相談支援・エンパワメント事業部門】
◆相談支援・エンパワメント事業部門総括
2016年度の相談支援・エンパワメント事業部門では、様々な障害者の生活状況について部門全体で共有しながら相談活動に従事することができた。
リアライズの計画相談は、他の相談支援事業所に比べてサービス等利用計画の作成件数は少ないが、単に利用しているサービスを計画に記入するだけのサービスの調整役にならないように、障害者の声を直接聞き取ることを重視した相談活動を行ってきた。また、基本相談を通して、個々の障害者との関係性づくりにも取り組み、新たな障害者とリアライズで活動しているメンバーが繋がり、相談支援だけに終始しない関係性ができてきている。
こうした状況の中で、泉南郡在住の女性の障害者から介助派遣の依頼があり、この派遣依頼を機に、リアライズが自立支援やともに活動していく人を迎え入れるときに、障害種別や地域の範囲をどう考えるかといった話し合いをした。
事務局だけではなく当事者会も含め議論を重ねた結果、障害種別や障害者・児を問わず、また地域の範囲も限定せず、出会っていく障害者の生活について一緒に考えて取り組んでいくことと、相談支援だけでなくリアライズ全体で応援していくことが必要だと確認された。
　また、長年、施設入所を余儀なくされている障害者の地域移行について、制度の壁などが理由で取り組みが進められない状況があったが、2016年度下半期から自立支援のための資金をリアライズの持ち出しにより確保し、その資金を活用して地域移行に取り組むことになった。
一方、障害者やその家族を取り巻く地域の課題は多く、特に障害者の地域からの孤立やサービス供給源の不足は深刻であり、リアライズが地域で担うべき役割は何かを相談支援・エンパワメント事業部門として模索している状況である。
自立支援協議会への参画や下部組織での取り組み、相談支援権利擁護ネットワークへの参画などを通して、行政や関係機関との顔の見える関係性が作られ始めている。それにより、権利擁護を軸にした自立支援を進めていく地域の土壌が生まれつつある。



(1)泉大津市指定特定相談支援事業［※障害者総合支援法に基づく相談支援事業］
相談対応実績報告(2016年4月‐2017年3月)

	相談件数
	756件

	相談時間数
	785時間50分
	稼働時間数
	785時間50分

	相談時間数／相談件数
	62.37
	稼働時間数／相談件数
	62.37


【　補足事項　】
・相談：稼働から業務区分の同行を除くもの
・稼働：全相談


■年齢別集計
	年齢別
	0〜6
	7〜17
	18〜29
	30〜39
	40〜49
	50〜59
	60〜64
	65以上
	不明
	合計

	男
	0
	4
	197
	176
	4
	27
	0
	0
	9
	417

	女
	2
	1
	116
	78
	59
	52
	0
	0
	24
	332

	不明
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7
	7

	合計
	2
	5
	313
	254
	63
	79
	0
	0
	40
	756


【　補足事項　】
・年齢は当該年度4/1時点での満年齢とする


■障害程度別集計（複数カウント）　重複件数　253　件
	障害程度
	身体
	知的
	精神
	不明
	合計

	
	１級
	２級
	３級
	４級
	５級
	６級
	Ａ
	Ｂ１
	Ｂ２
	１級
	２級
	３級
	
	

	男
	154
	23
	27
	0
	0
	0
	123
	28
	109
	1
	0
	38
	66
	569

	女
	237
	49
	0
	0
	0
	0
	53
	48
	0
	0
	3
	0
	43
	433

	不明
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7
	7

	合計
	391
	72
	27
	0
	0
	0
	176
	76
	109
	1
	3
	38
	116
	1009




■障害種別集計
	障害種別
	肢体
	視覚
	聴覚
	内部
	知的
	精神
	重複
	重心
	難病
	発達
	その他
	不明
	合計

	男
	52
	0
	11
	0
	129
	18
	74
	131
	0
	0
	2
	0
	417

	女
	122
	0
	2
	52
	0
	23
	3
	111
	18
	0
	1
	0
	332

	不明
	0
	0
	3
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	7

	合計
	174
	0
	16
	52
	129
	43
	77
	242
	18
	0
	5
	0
	756


【　補足事項　】
・重心：障害に肢体＋知的を含むもの
・重複：肢体＋知的以外の障害重複のもの





■相談内容別集計（複数カウント）　重複件数　656　件
	相談内容
	自立
	日常生活
	ＩＬＰ
	介助
	日中活動
	住宅
	制度
	情報提供
	権利擁護
	日常生活用具
	補装具
	就労
	医療
	教育
	計画相談
	モニタリング
	地域移行
	施設入所
	差別
	虐待
	ケア会議
	その他
	不明
	合計

	男
	96
	198
	1
	57
	45
	17
	42
	51
	30
	0
	14
	77
	39
	0
	25
	33
	0
	3
	0
	0
	15
	11
	5
	759

	女
	90
	79
	0
	119
	28
	16
	76
	66
	20
	11
	9
	43
	54
	1
	3
	21
	0
	0
	0
	0
	1
	2
	6
	645

	不明
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	3
	0
	0
	0
	2
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8

	合計
	186
	277
	1
	178
	73
	33
	118
	120
	50
	11
	23
	122
	94
	1
	28
	54
	0
	3
	0
	0
	16
	13
	11
	1412




■アクセス手段別集計
	手段別
	来所
	訪問
	電話
	文書
	メール
	ＦＡＸ
	その他
	不明
	合計

	男
	104
	116
	189
	0
	4
	3
	0
	1
	417

	女
	123
	69
	124
	4
	11
	0
	0
	1
	332

	不明
	1
	0
	4
	0
	1
	1
	0
	0
	7

	合計
	228
	185
	317
	4
	16
	4
	0
	2
	756




■障害支援区分別集計
	年齢別
	非該当
	区分１
	区分２
	区分３
	区分４
	区分５
	区分６
	不明
	1(0)

	男
	0
	0
	0
	0
	37
	29
	130
	221
	1(0)

	女
	0
	0
	0
	0
	0
	49
	159
	124
	1(0)

	不明
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7
	1(0)

	合計
	0
	0
	0
	0
	37
	78
	289
	352
	1(0)




◎計画相談支援障害種別集計（人数）
	障害種別
	肢体
	視覚
	聴覚
	内部
	知的
	精神
	重複
	重心
	難病
	発達
	その他
	不明
	合計

	男
	1(0)
	0(0)
	1(1)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	4(1)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	6(2)

	女
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	2(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	2(0)

	不明
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)

	合計
	1(0)
	0(0)
	1(1)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	6(1)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	0(0)
	8(2)



[bookmark: _GoBack]【　補足事項　】
・計画相談のみ集計
・()内は新規に当たる人数
・新規：期間内に新規相談がある利用者



◆泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会報告

●泉州北圏域地域移行居住支援部会概要
泉州北圏域地域移行居住支援部会は和泉市地域自立支援協議会、高石市地域自立支援協議会、泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会の下部組織という位置づけで、部会の目的は3市1町における地域移行・地域定着支援システムの整備並びに推進の役割を担い、自立支援協議会などへの提案を行っている。開催は2ヶ月に1回（偶数月の第4火曜日)。部会の事務局はリアライズ、かざみどり相談室、高石障害児（者）生活支援相談室で相談支援事業所が担っている。
参加機関は、当事者、行政、保健所、社会福祉協議会、相談支援事業所、居住系事業所など。
部会では3つのワーキンググループからの活動報告と今後の活動方針の検討が行われる。また、部会とは別に、グループホーム事業所連絡会、泉州北圏域地域移行支援会議があり、部会のメンバーが中心になって運営し、泉州北圏域地域移行支援会議のメンバーに加え、関係する支援者が集まって活動している。
〇地域移行ワーキンググループ
・入所施設や精神科病棟から地域移行するために必要な仕組みや資源を考える。
〇地域定着ワーキンググループ
・グループホーム事業所間の連携
・グループホームの支援の質の向上
・サービス管理責任者研修と世話人研修の計画と実施
・地域生活についての情報発信
〇権利擁護ワーキンググループ
・地域での生活の中での生きにくさや差別の現状について知り、権利侵害が起こらない地域をつくるための方法を考える。

※2016年度地域移行ワーキングの活動について
精神科病院や入所施設などから泉州北圏域への地域移行希望者の移行段階においての様々な課題に着目し、スムーズな移行が可能となるように以下のような取り組みを行った。
①精神科病院と連携し、地域で生活する上での支援体制や活用できる制度について入院している患者や病院に説明をした。
②泉州北圏域内の入所施設への聞き取りを行い、施設での移行に向けたプログラムの実施状況、入所者のニーズ等を聞くことで、送り出す側と受け手側双方の課題を浮き彫りにした。
③泉州地域4か所の知的障害者の入所施設に地域移行の状況について聴き取りをした。
④各市役所、町役場の障害福祉に対して地域移行に関するアンケートをとった。


●泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会権利擁護部会(障害者差別解消支援地域協議会) 
2016年11月に泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会権利擁護部会(障害者差別解消支援地域協議会)が設置され、リアライズも委員として参画している。



◆泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク活動報告

泉大津市にかかわる障害者総合支援法に定められた相談支援専門員及び相談支援事業所が、障害者の本人の意思を尊重し、本人の権利を守るための相談支援を行うため、相談支援専門員及び相談支援事業所のネットワークを構築し、相互の資質の向上をはかることを目的とする。
対象者は、障害者本人の権利擁護の観点に立った相談支援専門員及び相談支援事業所。
活動内容は、
　① 障害者本人の権利擁護の観点に立った相談支援ネットワークの構築
② 障害者本人の権利擁護の観点に立った相談支援従事者の育成
　③ 障害者の権利に関する提言及び発信
　④ その他、当会の目的を達成するために必要な事業

【2016年度活動実績】
〇運営会議
◆2016年04月22日　運営会議開催（情報共有・意見交換・研修会準備等）
◆2016年06月28日　運営会議開催（研修会総括・モニタリングのあり方検討等）
◆2016年07月26日　運営会議開催（情報共有・モニタリングのあり方検討等）
◆2016年08月26日　運営会議開催（情報共有・モニタリングのあり方検討等）
◆2016年08月26日　運営会議開催（情報共有・モニタリングのあり方検討等）
◆2016年09月27日　運営会議開催（情報共有・モニタリングのあり方検討等）
◆2016年12月27日　運営会議開催（研修会総括・情報共有・次回研修会の検討等）
◆2017年01月24日　運営会議開催（情報共有・意見交換・研修会準備等）
◆2017年03月29日　運営会議開催（情報共有・意見交換・事例検討等）

〇研修会
◆第4回研修会開催
「意思決定支援が必要な人の計画相談支援」
講師：宮崎充弘氏／NPO法人ほわほわの会
日時：2016年5月24日（火）　19：30～21:00
場所：NPO法人リアライズ　　参加者：約10名


 (2) 自立生活相談事業［※権利擁護事業］
①　自立生活相談事業
◆事例報告
氏名：Cさん　年齢：27歳　性別：男性　
障害：身体障害者手帳1級、療育手帳A
現在、グループホームに入居しており、同法人の就労継続B型の事業所で活動している。
2015年9月に大阪市内の自立生活センターを中心に開催された「なんばおにごっこ」での出会いを機に、2015年11月からリアライズの移動支援を利用するようになった。介助者との関わりの中で、今の生活における悩みや将来的には自立生活を目指していきたいという思いが語られるようになった。男性のコーディネーターなどからリアライズの障害者スタッフに相談してみるのはどうかとの提案があり、2016年の初旬より障害者スタッフとの関わりを持つようになった。
障害者スタッフへの相談や、自立障害者の自宅訪問などでの関わりを重ねる中で、自立生活への希望を一層強く持つようになった。その頃から、既に自立生活を実践している障害者に相談に乗ってもらいたいという本人の希望があったため、2016年9月よりリアライズで計画相談を受けることとなった。
現在は、計画相談での訪問活動を通して本人の生活の状況や将来に対する思いを聴き取りながら、自立生活に向けての取り組みを着実に進めていけるようにサポートしていく。

②　ピアカウンセリング事業
2015年度よりエンパワメント事業部門(現:相談支援・エンパワメント事業部門)と生活介護部門が連携し、「せんしゅうちいきピアサロン」を実施してきた。
当初は、運用のあり方や地域の障害者の参加が少ないことなどが課題となっていた。しかし、担当者を増員し、周知活動にも力を入れるなどした結果、毎回コンスタントに参加者が見られるようになった。また、パイオニアの障害者メンバーの中には参加者とのコミュニケーションに苦手意識を抱いている者もいたが、プログラムにアイスブレイクを取り入れたことなどにより、参加者との関わりを持ちやすくなった。現在は、アイスブレイクをあまり取り入れなくても参加者との会話が自然と弾むようになり、毎回賑やかな雰囲気となっている。
2016年度より開催日を毎月第3土曜日に変更したことで、平日に他の日中活動事業所に通う障害者が参加しやすくなった。相談で繋がった障害者への呼び掛けや周知活動の成果もあり、現在は昨年度よりも多くの参加者が見られる。ただし、参加者の顔ぶれが固定化してきている状況があるため、新たな繋がりを開拓するべく、今後も周知活動や相談部門との連携に力を入れていく。

(3) 自立生活体験事業［※権利擁護事業］
①　自立生活プログラム事業
今年度は実施せず。

②　自立生活体験室事業 
宿泊、日帰りでの自立生活の体験の場や、海外研修生などの宿舎として自立生活体験室の提供を行っている。
[image: ]



(4) 権利擁護事業［※権利擁護事業］
①　人権セミナー事業
今年度は実施せず。


(5) 人材育成事業 [※その他、この法人の目的を達成するために必要な事業]
2016 年度は、人材育成事業では様々な研修企画への参加、他団体への訪問研修を行った。上半期では 『TOMODACHI LEAD ON! Tour Japan Series 2016 ～IL Network Across the Border & Generation～』でアメリカのプリヤ・ペナーさんとの交流・研修会を通じて、参加したスタッフそれぞれが、自立生活運動における活動のあり方について考える機会になった。  
また、2016年4月14日に起った熊本地震に伴い、熊本被災地支援で現地にて活動を行った2名のスタッフが現地で活動を行った。活動後のからの報告会を通して、来るべく南海トラフ地震に備えて考える機会になった。
下半期では、大阪府の障害者医療費助成制度の改悪の動きについて、運動報告会にて学習会を行った。その事前学習をもとに2017年1月に開催された「障害者医療の切り捨て反対！アピール行動」に参加した。リアライズには毎月複数の医療機関へ通院する者や過去に大病を患った者もいるため、自分たちの身近な問題として事前学習並びにアピール行動に取り組むことができた。

 [人材育成の主な活動] 
【2016年】 
4月　障害者の自立と完全参加を目指す大阪連絡会議(障大連)の2016年度総会
への参加 
「障害者差別解消法パレード in 大阪 」への参加

6月  2016年度DPI日本会議総会への参加
第36回国障年豊中総会・記念シンポジウム「地域で当たり前に生きるとは」
アラフォー世代が語る！」への参加
第25回全国自立生活センター協議会(JIL)の全国セミナーへの参加
『TOMODACHI LEAD ON! Tour Japan Series 2016 ～IL Network Across the 
Border & Generation～』アメリカのプリヤ・ペナーさんとの交流

7月  あいぴあ泉南にて「障害者の人権と自立生活運動」というテーマで講演
障大連主催の総決起集会への参加
韓国のチョ・ウリさん来所

8月  大阪府オールラウンド交渉（1日目　①障害者施策全般・介護②入所施設・
地域移行③グループホーム④自立支援・日中活動）への参加
大阪府オールラウンド交渉（2日目　①権利実現②教育・保育③交通・まち
づくり）への参加
「熊本支援活動報告会」への参加
大阪府人権協会主催の大阪府人権総合講座にて講演

9月  「相模原障害者殺傷事件に対するアピール行動」への参加

10月  ゆめ風基金主催の『大規模災害いつまで続く取り残される障害者』への
参加
南部障害者解放センター40周年記念企画「出ていこう地域へ！つなげよう未来へ！」〜これからの障害者運動と事業運営について考える。〜 への参加
アクセス関西ネットワーク集会in奈良への参加
2016年度全国自立生活センター協議会(JIL)関西ブロックIL合宿への参加
障大連自立支援部会主催の学習会への参加

11月  桃山学院大学「高齢者福祉論B」にて講演
京都府井手町立泉ヶ丘中学校の人権学習にて講演
泉州障害者自立生活連絡会主催の「泉州のまちづくり2016」への参加
南海バス株式会社堺営業所主催の従事者研修への参加
自立生活センター・いこらー公開セミナーvol.6「インクルーシブ教育と差別解消法～ともに生きる共生社会を目指して～」への参加

12月  大阪市オールラウンド交渉（１日目）への参加
自立生活夢宙センター主催「第13回 夢宙感謝祭」への参加
泉大津市立誠風中学校の人権学習にて講演
大阪市オールラウンド交渉（2日目）への参加
障大連主催の障害者自立セミナーへの参加及び講演
大阪府社会福祉協議会主催　CSW(コミュニティソーシャルワーク)スキル
アップ研修「施設コンフリクトと地域づくり」への参加
第26回全国自立生活センター協議会(JIL)の全国セミナーへの参加

【2017年】 
1月  南部障害者解放センター設立40周年記念パーティーへの参加
ODF主催「障害者医療の切り捨て反対！アピール行動」への参加
障害者医療の切り捨て反対！アピール行動への参加
　　　　
　　　　 2月　障大連施策部会への参加
　障がい者地域生活移行フォーラムへの参加
泉州フォーラム実行委員会第7回学習会への参加

3月　JIL関西ブロックの研修への参加
　　　　　　　　


2. 自立生活センター・リアライズ【介助派遣事業部門】
◆2016年度介助派遣部門総括
○コーディネーター業務の整理
介助派遣における体制は、コーディネーターを男女1名ずつ、コーディネーター補佐を男女1名ずつ配置している。コーディネーターの業務としてはシフト調整、聴き取り、研修、会議への参加、事務作業、介助等があるが、介助者不足もあり、自立支援の取り組みに時間を割くことがあまり出来なかった。そのため、コーディネーター以外が担える役割については、介助スタッフや介助リーダーにも担ってもらえるようにする必要があったが、現状できていない。一方でコーディネーターに業務が集中していることもあるので、今後男女共にコーディネーターが交代できるように環境を整えていきたい。

○介助者の聴き取りの実施について
介助者の聴き取りは、当初、特定事業所加算の取得にあたって、会議を持たなければならないという要件があったために開始した。介助者は、介助現場と自宅の直行直帰になるため、孤立しやすく、悩みやしんどさを抱え込みやすい状況にある。その中で誰にもその悩みを話すこともできず、辞めていく介助者も出てきたことから、コーディネーターが聴き取りを行うようになった。
聴き取りは月に一度、介助者に事務所へ来てもらう日を調整し、コーディネーターと約1時間話しをしている。その中では介助中の悩みや生活の悩み等について目を向け、介助の事だけにとらわれずに話をしている。聴き取りがあることで介助者が自身の介助について振り返るきっかけにもなっている。障害者の事だけでなく介助者の事も考えてくれている人がいることによって介助者の安心感につながり、介助者が一定程度定着する要因にもなっていると考えている。

○介助者不足の問題
　現在、リアライズで介助業務を担っている女性は介助スタッフ4名（内、生活介護専従のスタッフ2名が産休・育休中）、介助リーダー5名（内1名はアテンダント中心、内1名は生活介護専従）、登録介助者37名の内、31名は学生である。その内5名の学生が3月で卒業する。自立の取り組みを進めていきたい当事者がいるため、引き続き介助者の募集が必要な状況がある。登録介助者数は以前より増加したが、その多くが学生の為、学業による多忙も重なり一人一人の稼働がなかなか見込めない状況がある。また、複数の当事者に入れる介助者が少ない為、随時同行研修を進めていく。女性は結婚や出産等ライフスタイルの変化も大きく影響するので、働き方について考えていかなければならないと感じた。
男性は介助スタッフ5名、介助リーダー3名、登録介助者21名の内、16名が学生である。その内5名が3月で卒業する。男性は女性に比べて常勤の介助者は多いが、登録介助者は少なく、当事者の数が多いことから、常勤の介助者の稼働率は高い状況にある。この深刻な介助者不足を打開するため、継続的に当事者会と共に介助者募集をしていきながら、同時並行で当事者の自立支援に取り組んでいけるようにしていく必要がある。
2016年9月に介助者不足の状況を少しでも解消するため、『24時間介助者募集』と題したイベントを実施した。その結果、男女併せて2名が登録につながった。
また、2017年2月に登録介助者の求人広告を出し、5名の応募があったので、現在面接中である。その他に、2016年度は現在登録している介助者に紹介キャンペーンを呼びかけ、実施中である。
常勤介助者については、2016年5月に求人広告を出したが、応募は無く常勤雇用にはつながらなかった。求人広告と並行してつながりのある大学や専門学校に常勤職員の求人も出したが、連絡はなかった。
また、2016年度介助リーダーの募集を行い、2017年4月より男性1名が登録介助者から介助リーダーになることが決まった。

○新人研修
2016年度から登録１年未満の介助者を対象に、従来から実施している初任者研修、現任研修に加えて新人研修を年2回程度実施することになった。新人研修は、介助の中で基本的に注意すべき点を当事者と共に伝え、実際に介助の場面で起こり得る状況について事例をもとにグループワークを行っている。
介助派遣の課題として、登録の介助者が長続きせずに短期間で辞めてしまうことや、卒業後の選択肢としてリアライズが挙がってこないことがある。そのため、研修会終了後は交流の場を持ち、介助者の定着につながる取り組みとなるよう、当事者会とも連携し、今後も実施していきたいと考えている。
　参加者からは、当事者との関りにおいて分からないことを分からないままにするのではなく、「しっかりと確認していくことの大切さを知ることができた。」、「アクシデントが発生した時は慌てず、落ち着いて対応することの重要性を確認できた。」という感想を得た。

○特定事業所加算の取得状況
2014年12月から常勤職員40％以上の要件で特定事業所加算Ⅰを取得してきた。
2016年度に関しては、前年度の実績から介護福祉士の割合30％以上の要件で継続して取得することが出来ている。介護福祉士資格所有者が一定程度安定して介助に入っているため、この要件で算出しているが、介護福祉士資格取得が今後は難しくなってくる状況も踏まえ、常勤職員の割合で算出できるよう、必要要件の整備を改めて行っているところである。















 (1) 居宅介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
(2) 重度訪問介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
(3) 移動支援事業［※障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業］
(5) 制度外介助派遣事業［※自立生活支援事業］

2016年度居宅介護・移動支援・他人介護派遣実績
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	回数
	日付
	内　　　　　　　　　　容
	参加人数

	第1回
	6.26
	「調理研修」
講師：リアライズスタッフ
	20名

	第2回
	7.2
	「日米若手障害者リーダーが運動について語ったんねん！in泉州」
講師：岡田憲幸氏(パイオニア)、プリヤ・ペナー氏
	8名

	第3回
	11.20
	「泉州のまちづくり2016～大阪での交通まちづくり運動から
泉州地域を考える～」
講師：尾上浩二氏（DPI）
	5名

	補講
	12.11
	障大連セミナー「相模原事件を考える」
講師：立岩真也氏
	12名

	第4回
	2.12
	「当事者達の自分史を知ろう」
講師：鎭西雄太氏（リアライズ）、泉本麻木子氏（パイオニア）
	22名

	補講
	2.25
	障害者地域生活移行フォーラム
「この町で暮らしていきたいねん！！」～2017・in泉州北～
	10名

	補講
	2.26
	泉州フォーラム
「障害者が地域で暮らす権利とネットワークについて考える」
～泉州発、地域で暮らすとはPart3～
	6名


 (4) 介助者研修事業[※自立生活介助者育成事業]

【詳細】
第1回の研修は「調理研修」ということで、基本的な調理の知識の説明ののちに参加者に当事者役と介助者役に分かれてもらい、当事者役の指示のもと調理を行った。参加者からは指示の難しさや、お互いの信頼関係の必要性を感じたという感想を得た。
第2回の研修はアメリカの障害者リーダー、プリヤ・ペナーさんを講師としてお招きし、パイオニアの岡田と共に自分史を語ってもらったり、アメリカでの障害者運動やプリヤさん自身が行っている活動について語ってもらったりした。障害者の権利について熱く語っているプリヤさんの話を聞いて、同年代の参加者は圧倒されつつも普段聞くことのできない内容の話が聞けて、興味や関心を持ったようだった。
第3回の研修はDPIの尾上浩二さんを講師としてお招きし、これまでの大阪でのまちづくり運動について講演して頂いた。その講演を通して泉障連交通部会のメンバーにスピーカーとして、泉州におけるまちづくり運動のこれまでの取り組みを語ってもらった。参加者からは、街にはまだまだバリアが溢れており、自分たちがもっと活動していかなければならないと感じたという感想を得た。
また、立岩氏による障大連自立セミナーでの講演を現任研修の補講としてあてた。相模原事件という大きな事件を通して、社会に潜む優生思想やそれに伴う差別や偏見について改めて考えさせられた。
第4回の研修はリアライズ、パイオニアの当事者スタッフ2名に自分史を語ってもらった。1名は中途障害、もう1名は先天性の障害という観点から障害への向き合い方や自立して現在に至るまでの過程について話があった。参加者からは当事者の自分史を聞ける機会は貴重であり、その人の経験を聞けたことで今後の関わり方を考える良い機会になったという感想を得た。

(6) 重度訪問介護従業者養成研修事業[※居宅介護等従業者及び介護員養成研修事業]
リアライズでは、重度訪問介護従業者養成研修修了資格の取得を目的とするだけではなく、重度障害者の生き方や想いや経験を知ってもらうことができるよう、障害当事者が講師やサポーターになっている。
講座費用：15,000円(テキスト・資料代、消費税含む)、学生割引10,000円
※2016年度4月から他センターで資格講座を受講した場合についても、重度訪問介護従業者の資格取得支援として、リアライズに登録してから3ヶ月実働した時点で講座費用のキャッシュバックを行っている。

開講実績
【2016年度第1回11月コース】
2016年11月27日(日)～12月18日(日)までの毎週日曜日、計4日間で実施。
定員：16名　　　申し込み件数：12名　　　受講者数：11名
　

３．生活介護パイオニア【生活介護事業部門】
◆2016年度生活介護事業部門総括　
2016年度生活介護事業では、「地域とつながること」を方針として活動を進めてきた。周知や企画作りに力をいれたピアサロンでは、今まで関わりのなかった地域の当事者との出会いも多くあり、また参加者との継続的な関わりもできてきた。地域企画への参加においては、泉大津市上條福祉地区や条東地区からイベントに毎回招待されるような関係性にもなってきている。泉大津市の避難訓練への参加や、社会福祉協議会の防災企画への取り組みなどでは、地域の課題を他の団体とともに考える機会が生まれてきた。そして、今までつながりがなかった地元の誠風中学校と関われたことは、とても大きな出来事であった。
誠風中学校では、中学1年生に向けた人権学習の授業を担うことができ、学習後には、生徒や校長、教員の反応も良く、好評だったとの感想もあり、今後もこのような関わりを続けていけるのではないかと期待している。
このように、地域、学校への活動や企画への参加を通して、地域の人にパイオニアを知ってもらう機会が増えてきつつある。
一方で、2016年度は、待望の新メンバーが加入したが、自立生活センターの運動的な活動が合わない部分や本人の経済的自立をしたいという意思もあり、脱退することになった。そのことについて、パイオニアメンバーから新メンバーに対しての関わりやコミュニケーションがうまく図れていない意見もあった。今後、仲間づくりを進める上で、新しいメンバーとの関わりを大切にしていくことが課題として挙がってきた。
しかし、それ以前に、今のメンバー同士の関わりもあまり深めることができていない状況もあるので、課題解決の第一歩として、まず交流企画やミーティングを通して、今いるメンバーのことをもっと知っていく機会を大切にすることになった。
今後は、地域活動に重点を置きつつも、メンバーや支援員の関係づくりにも力を入れ、「障害者が中心となって差別のない地域を目指す」ことを理念に、失敗を歓迎できるような場所、お互い安心して活動できる場所を目指すこととなった。


(1) 生活介護事業［※障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業］
①　障害者自立生活運動
〇運動の取り組みへの参加
障大連オールラウンド交渉、障大連総決起集会、障大連学習会、アクセス関西ネットワーク集会、関西IL研修等に参加し、権利擁護活動を行った。

②　バリアフリー活動
〇「だんじり祭りの車イス観光コース＆マップを作ろう」参加
岸和田市で行われた「だんじり祭りの車イス観光コース＆マップを作ろう」では、街や道路のバリアフリーチェック等の活動を行った。この企画では、地域の小学生・中学生と一緒になり、だんじり観光ポイントへのアクセスや、町や道路のバリアフリーチェックを行い、マップ作りを行った。

③　エンパワメント活動
〇メンバー聴き取り
パイオニアでは、メンバー代表とメンバーの聞き取りの時間を定期的に設けている。そこでは、各メンバーと、活動の中で感じることややりたいこと、そして日々の生活の中で感じていることや悩んでいることについて話をし、考える場となっている。また、聞き取りをすることで、活動以外のことも話をすることができ、メンバーの新たな側面を発見できつつある。

〇遊び企画
　　遊び企画では、パイオニアメンバーが遊びの企画を考え、メンバー全員で遊びを通し、交流することを目的としている。
　　この間、パイオニアとしては、他の活動も多くあったため、遊びや外出などの企画には、あまり積極的ではなかったが、「メンバー同士の交流を大切にしていきたい」「真面目な活動だけでもしんどい。」との意見もあり、行うこととなった。
　　今年度は、3回しか実施できていないが、メンバーの感想としては、「遊びながら交流できて、楽しかった。」という感想があった。今後、遊びを楽しむということ以外にも、この企画を通して、メンバー同士の距離感を縮めていきたいとの想いもあり、この企画を続けていくこととなった。

	〇障大連自立支援部会日中活動意見交換会への参画
障大連自立支援部会日中活動意見交換会は、日中活動事業所の横の繋がりを作り、情報交換をする場として開催され、パイオニアは事務局として会議に参加している。会議では、参加している事業所への見学や、それぞれの活動紹介、活動内容や制度の課題などの意見交換を行っている。また、意見交換に加えて、障大連に加盟している日中活動事業所への制度課題に関するアンケート調査や集計、生活介護事業立ち上げマニュアルの作成などを行っている。
この会議により、つながりを持てなかった日中活動事業所との新しい繋がりができ、身近な相談者として、自分たちの抱える課題を相談できる関係にもなっている。

・障大連自立支援部会学習会への参加
10月に行われた自立支援部会学習会では、日中活動意見交換会が中心となって行われた。内容としては2部構成で、第1部は、生活介護事業所へのアンケート調査の報告、生活介護事業立ち上げマニュアルの中間報告を行ない、第2部は、大阪府内の生活介護事業所のメンバーやスタッフを交え、グループワークを行なった。グループワークでは、それぞれの団体が取り組んでいる活動を紹介してもらい、各自の活動に対する思いや、直面している悩みなどを話し合った。
メンバーからは、「他事業所の人達の思いを聴いていると、そんな現状があるんだなぁと感じた。」「自分たちの活動について説明することに、少し緊張したが、説明することができて嬉しかった。」「他センターの活動を知ったり、他センターのメンバーとの繋がりができて良かった。」という感想があった。今後も、このような意見交換の機会を通して、横のつながりを広げていきたい。

④　地域活動
○パイオニア主催の地域活動
　・せんしゅうちいきピアサロン
　毎月第3土曜日に定期開催しているピアサロンでは、回数を重ねるごとに参加者が増えていき、賑やかなイベントになってきた。周知活動では、新しい人との繋がりを作るため、市内の福祉事業所を訪問し、周知活動を行ってきた。周知活動の成果もあり、今まで関わりのなかった当事者の参加も少しずつ増えてきた。
　ピアサロンの中では、コミュニケーションが苦手なメンバーも参加者と会話がしやすくなる工夫として、ゲームを取り入れてきた。しかし、最近はゲームよりも会話が盛り上がり、自然に会話が生まれるような、とてもいい雰囲気になってきた。

・和歌山大学フィールドワーク
和歌山大学教育学部の生徒を対象とし、リアライズの説明や活動の紹介に始まり、地域での差別体験、当事者の学校生活や、自立生活などの講演を行った。
リアライズの説明では、事業や活動の紹介だけではなく、一般の介護派遣の利用経験のあるメンバーから、一般の介護派遣を利用していた当時とリアライズを利用し始めてからの違いについて話をした。また、当事者の生活において起きる差別事例として、メンバーが遭遇したバス利用時の差別体験や飲食店での差別体験の話をした。
学校生活をテーマにした講演では、支援学校で感じてきた「健常者と分けられているおかしさ」や「支援学校で教員にしてもらいたくないこと」などの話があった。また、地域の学校に通っていた当事者メンバーからは、健常児と一緒に過ごせる良さや、障害児の受け入れが少ない状況にあった地域の学校ならではの不便さについての話があった。
支援学校を目指す学生からは、地域の学校についての質問が多くあった。周りの友達との関係や、差別されたことはなかったか、体育はどうしていたかなどの質問があった。メンバーからは、地域の学校で辛かったこともあったが、健常児と一緒に過ごすことが楽しかったという話をした

・誠風中学校人権学習プログラム
　12月5日、7日に、誠風中学校1年生を対象に、2日間の人権学習の講演を行った。きっかけは、誠風中学校のOBの三井が、偶然中学生時代の担任教員と会い、中学校の人権学習として、なにか一緒にできないかという話から、この機会に繋がった。また、誠風中学校内に障害のある生徒もいて、学校全体としても障害者の事について、理解を深めたいとの教員側の思いもあった。
プログラムの1日目は、1年生全体授業を行い、2日目は、クラス毎で「合理的配慮を知ろう」というテーマの紙芝居を題材としたグループワークを行った。
1日目は、三井から生い立ちや、医学モデルから社会モデルといった障害者観の移り変わりの話を、図やイラストを用いたパワーポイントを使いながら行った。その後、メンバーから、パイオニアの活動や、合理的配慮の提供を示す泉大津TRYのステッカーの説明を行い、ロールプレイを通して、お店にしてもらいたい配慮について知ってもらった。
1日目の感想としては、三井自身が泉大津市で生まれ育ってきた生い立ちを語ったこともあり、生徒にイメージしやすく、とても身近で分かりやすかったとのことだった。またイラストやパワーポイントを交えた医学モデル、社会モデルの説明は、生徒たちにも理解しやすかったとのことだった。
2日目では、クラス毎に分かれ、パイオニアが作成した資料を基に、担任の先生が、グループワーク形式で授業を進めてもらう形をとった。グループワークの内容では、「健常者には当たり前にある配慮を、障害者にとっては、それだけでは不十分だということ」と、「そしてどんな配慮があれば、安心して生活できるかということ」について、生徒たちに主体的に考えてもらえるものを作りたいという思いがあった。そういった理由もあり、資料としては、子供にとって伝わりやすく、考えてもらいやすいようイラストを描いた紙芝居形式で作
成した。
紙芝居は、1ページ目に「町、学校の中で困っている健常者」、2ページ目に「その場面で健常者が困らない状況」、3ページ目に、「町や学校の中で困っている障害者」、4ページ以降に「その場面で障害者が困らない状況」という展開で作成した。説明は以下の通りである。
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②「横断歩道があって困らない健常者」
①「町の中で横断歩道や信号がなくて困っている健常者」
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④「音声信号があり、困らない状況の視覚障害者」
③「町の中で横断歩道と信号があるが困っている視覚障害者」
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⑥「盲導犬がいれば安全に渡れる」
⑤「町の人の声かけがあれば安全に渡れる」



2日目の感想としては、生徒自身が受け身ではなく、主体的に考える授業を持てたことは、とてもよかったとの意見もあった。
グループワークでは、生徒が思い思いに紙芝居の中に、こんな配慮があったらいいのではと、必要な配慮のイラストを付け加えて、事前に用意していた正解例以外の配慮など考える生徒もいたとのことであった。積極的に配慮について意見を出す生徒たちの姿を頭に浮かばせ、今回プログラムをやってよかったという達成感を感じ、振り返りすることができた。
　振り返りを通じて、担当教員からも今回のような学習を泉大津市に広めていきたいとの話もあった。また、今回の授業を受けた生徒の中には、メンバーのことを覚えてくれた生徒もおり、街で見かけると挨拶をしてくれるなどもあり、地域の子どもとも接点を持てた機会でもあった。
パイオニアとしては、今後も学校と連携しながら人権学習の機会や学校とのつながりを作っていきたい。

・第4回もちつき大会
3月25日にもちつき大会を助松公園会館で開催した。「もちつき」というと１月のイメージがあるが、この時期の方が気候も良いし、人が来やすいということもあり、昨年から3月に開催している。
これまで周知活動については、北助松商店街や近隣の福祉事業所などにもビラを配らせてもらっていたが、今回はメンバー自身、もちつき大会の前後にイベントも重なり余力がなく、周知に対して負担が感じられるとの声があった。そのため、メンバーそれぞれが取り組みやすいように、これまでよりは周知範囲をせまくすることにし、周知活動の負担を軽減した。その結果、参加者数は少ないのではないかという不安もあったが、予想以上に参加数も多く、50名ほどの参加があった。参加者の中には、前日の準備を手伝ってくれた近所の子どもたちや、その友達や家族も多くいた。またピアサロンやおづぷらざフェスタなどの企画で繋がった人の参加もあった。そのような人の中には、設営やもちつき準備、片付けなどをボランティアとして行ってくれた人もおり、地域の人と一緒に、もちつき大会を行うことができた。
企画の中では、参加者と一緒に餅をつき、餅をこね、好きなトッピングで食べたり、ゲームコーナーでトランプやボードゲームを楽しんだ。特に、もちをつく作業は、子どもに大好評で、つき始めるタイミングには、すぐ列ができ、掛け声が飛び交い、賑やかな会場になった。
会場の設備では、キッズスペースを作ったり、近くの学校の多目的トイレを借りるなど、いろんな人が来やすい場を作ることもできた。

○外部団体主催地域イベントへの参加
・あいぴあ泉南講演
大阪市立大学 松波氏の依頼により、泉南市で「障害者の人権と自立生活運動」というテーマでの講演を行った。行政職員や一般市民の方などを対象に、障害者差別解消法における障害の定義、合理的配慮、自立生活運動の歴史、またリアライズで行ってきた泉州TRY・泉大津TRYの活動について講演を行った。
講演に入る前の導入として、「以下の事例は差別にあたるかどうか？」とのテーマで、各メンバーが体験した差別事例（駅での乗車位置の指定・無人駅・バス利用時の差別・店員が介助者に話しかける）について、参加者同士でグループワークをし、参加者全員で差別について考えるきっかけとした。
講演においては、最初に、障害は障害者自身にあるのではなく社会の側にあるといった社会モデルの考え方や、合理的配慮は特別なものではなく、健常者に対してもなされているものといった基本的な考え方を語った。また、自分たちが取り組んできた泉州TRY、泉大津TRY活動を紹介し、当事者自身が社会に向けて発信していくことの大切さについて話をした。
最後に、「日常生活の中でできる合理的配慮とは？」とのテーマで意見交換をした。参加者からは、「配慮をする店であることを示す泉大津TRYステッカーの存在がなくても、誰もが手伝ってくれる社会にしたい。自分もだれかが困っていたら手助けしたい」といった意見や、「同僚に車いすユーザーがいるが、社内にバリアがあるので、一緒になって社内のバリアフリー化を働きかけていきたい」といった意見があった。今回の講演を通して、いろんな立場の参加者と、差別や合理的配慮について、意見交換できた良い機会であった。


○その他参加した地域イベント
・さくらまつりへの出店
　毎年、春に泉大津市内の公園で開催されるさくらまつりに模擬店を出店した。今年で4回目の出店となり、今回はコイン落としゲームを行った。今回の模擬店では、延べ人数289人（主に子どもたち）の参加があり、ゲームの景品としてお菓子やジュースを用意したが、途中で景品が足りなくなり、買い足しが必要になったほどであった。また、マイクアピールで生活介護パイオニアの紹介をする機会もあり、PRをすることができた。 
さくらまつりイベント自体、年々参加者が増え規模も大きくなってきており、今後も、生活介護から出店し、地域とつながりを深めていきたい。

　・津波避難訓練等に関する取り組みについて
11月5日に、泉大津市が主催する津波避難訓練に参加した。
訓練の内容としては、地震発生の町内放送後、最寄りの避難場所に集まるというものであった。
パイオニアでは、最寄りの小学校を避難場所とし、避難訓練を行なった。車イスで避難場所まで向かう途中では、道中の歩道が狭く、ガタガタしているなど、3台の車イスで通行するのに困難を感じるところもあった。避難場所の小学校も、入口の傾斜が非常に急であったため、簡易電動車イスを使っているメンバーが転倒するということもあった。地震発生後の慌てている状況で、このようなことが起きたらどうなることかと、不安を感じさせる出来事でもあった。
今回のように、障害者の参加により、避難経路や避難場所の課題にも、気づける機会を持つことができて良かった。
3月10日にも、泉大津市社会福祉協議会主催の防災を考える企画が開催される。さまざまな市民が集まって、災害が起きた際の課題の想定や、それに対しての意見交換などを行うイベントである。パイオニアのメンバーも、地域で生きる一市民として、避難訓練に引き続き参加予定である。

・条東福祉地区ディスコン大会
去年に引き続き、条東福祉地区が主催するディスコン大会に参加した。今回は、地域の参加者とチームを組んで戦っていくというスタイルで、参加者とメンバーで力を合わせて優勝を目指した。参加者の中には、パイオニアのことを覚えてくれている人もいて、試合の合間に、メンバーに親しく声をかける場面もあった。目の前で繰り広げられる攻防に、ともに一喜一憂して、チームのメンバー同士でなごやかに交流をもつことができた。競技の内容的には、ディスクを投げて競う競技だが、遠くに投げることが難しいメンバーは、投げたい位置のところまで行かせてもらうなどの配慮をしてもらうことができ、他の人と同じように、楽しみながら競技を行うことができた。そのような配慮や健闘もあり、入賞賞品をもらえたメンバーもいた。

⑤　創作活動
当該年度は実施せず。

⑥　販売活動
当該年度は実施せず。

⑦　情報発信活動
〇ニュースレター、Facebookでの情報発信
ニュースレター、Facebookを通して、生活介護パイオニアの活動の様子を発信している。

⑧　余暇活動
当該年度は実施せず。

■2016年度生活介護パイオニアの主な活動
	4月
	さくら祭り（地域活動）
ムーブメント来所対応（エンパワメント活動）
ピアサロン（地域活動）
障大連総会参加（自立生活運動・権利擁護活動）
障害者差別解消法パレード（権利擁護活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）
生活介護立ち上げマニュアル作成チーム会議（エンパワメント活動）

	5月
	ピアサロン（地域活動）
「だんじり祭の車イス観光コース＆マップを作ろう」（バリアフリー活動）
すぺーすしゃとる×パイオニアBBQ（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）

	6月
	ピアサロン（地域活動）
ADA研修生来所対応（エンパワメント活動）6月30日～7月2日
つばさグループ10周年イベント参加（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）
生活介護立ち上げマニュアル作成チーム会議（エンパワメント活動）

	7月
	ピアサロン（地域活動）
総決起集会参加（自立生活運動・権利擁護活動）
遊び企画＠助松公園BBQ（エンパワメント活動）
生活介護立ち上げマニュアル作成チーム会議（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会学習会担当チーム（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）

	8月
	ピアサロン（地域活動）
あいぴあ泉南講演活動（地域活動）
熊本震災報告会参加（エンパワメント活動）
バリバラインタビュー（エンパワメント活動）
対府オールラウンド交渉参加（自立生活運動・権利擁護活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会学習会担当チーム（エンパワメント活動）
生活介護立ち上げマニュアル作成チーム会議（エンパワメント活動）

	9月
	ピアサロン（地域活動）
和歌山大学フィールドワーク（地域活動）
駅員無人駅調査（バリアフリー活動）
生活介護立ち上げマニュアル作成チーム会議（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会学習会担当チーム（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）

	10月

	なんばおにごっこ（地域活動）
上条地区ふれあい食事会　※天候不良のため中止（地域活動）
関西ＩＬ合宿（エンパワメント活動）
ピアサロン（地域活動）
大阪府立大学講演（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会学習会（エンパワメント活動）
関西医療学園祭への参加（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）

	11月

	障大連交通部会参加（バリアフリー活動）
津波避難訓練（地域活動）
遊び企画　＠京都観光（エンパワメント活動）
ピアサロン（地域活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）

	12月

	夢宙感謝祭（エンパワメント活動）
ピアサロン（地域活動）
誠風中学校人権学習プログラム（地域活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）

	1月

	南部障害者解放センター40周年記念参加（エンパワメント活動）
遊び企画（ボーリング＆カラオケ）＠堺スポッチャ（エンパワメント活動）　
ピアサロン（地域活動）
障害者医療の切り捨て反対！アピール行動（自立生活運動・権利擁護活動）
メンバーミーティング（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）

	2月

	条東福祉地区ディスコン大会参加（地域活動）
ピアサロン（地域活動）
メンバーミーティング（エンパワメント活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会参加（エンパワメント活動）

	3月

	ピアサロン（地域活動）
おづぷらざフェスタ（地域活動）
もちつき大会（地域活動）
障大連自立支援部会日中活動意見交換会事務局会議（エンパワメント活動）





■2016年度生活介護利用実績
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４. NPO法人リアライズ法人本部【本部事業部門】
(1) 他団体との交流、共同推進事業
①　障害当事者団体及び障害者福祉関係機関との共同推進
あらゆる機会を通じて、全国、関西、大阪、泉州地域の障害者関係団体との協働を行っている。
＜参画・協働している団体＞
・DPI日本会議
・障害者の自立と完全参加を目指す大阪連絡会議
・全国自立生活センター協議会
・泉州障害者自立生活連絡会
・泉州フォーラム実行委員会
・泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会
・泉大津市相談支援・権利擁護ネットワーク
・熊本地震被災障害者救援本部関西実行委員会
・アクセス関西実行委員会

②　骨形成不全症者連絡会事務局の設置
骨形成不全症者同士のネットワークを形成し、情報共有、相談支援、会議場の提供、交流を行いたいが、具体的な取り組みは出来ていない。

③　Children's Views & Voicesとの連携
児童養護施設経験者を中心とした当事者グループ、「Children's Views & Voices（略称ＣＶＶ）」との連携を図り、交流を進めていきたいと思っているが、具体的な交流は出来ていない。

	
(2) 情報提供発信事業［※情報提供発信事業］
0. 　リアルライフＮＥＷＳの発行
2017年4月に約500部を第23号（新年度号）として発行した。
対象者：法人会員
リアライズに関わる人
全国の自立生活センター
泉大津市内の障害者を対象としている事業所
泉州8市4町の会館と役所
　　　　　　詳細　：2016年度事業年表
スタッフ・パイオニアメンバーの新年度挨拶
　　　　　　　　　　パイオニアレター
　　　　　　　　　　春夏秋冬事業報告
　　　　　　　　　　リアライズ10周年祭に向けて
　　　　　　　　　　編集後記

1. 　ホームページの運営
ホームページをリニューアルするため、Tumblrサイトにて作成をおこなっていたが、スタッフのスキルだけでは難しく、リアライズと繋がりがある方に有償で依頼し、サイトの紹介とたたき台を作成してもらった。ホームページ作成サイトはwixを使用して完成させ、公開した。
新たなホームページでは、法人紹介、ヘルパー募集、スタッフ紹介、パイオニアメンバー紹介、ブログ、動画、活動予告、来訪者カウンターなどを掲載している。また、リアルライフNEWSの発行と同期し、PDFファイルでのデータ版もアップロードをおこなっている。視覚障害者対応にすべく視覚障害者からアドバイスをもらい、随時再編している。
2017年2月8日に、新旧ホームページのリンクを結合し、旧ホームページを消去した。そのことから、アクセス数のデータは2016年12月半ば（新ホームページ開設月）以降からカウントがスタートしたため、2016年度下半期のアクセス数は1880回で、2017年度上半期のアクセス数は2488回（2017年5月18日現在）となり、608回のアクセス数の延びがある。
また、2017年度上半期のリアライズの活動報告と自立生活に関する情報発信をFacebookとホームページにておこなっている。
　　　　
　【Facebookとホームページで掲載した事業】
　　　　　　4月　リアライズ全大会
　　　　　　　　　熊本震災救援募金　活動報告
　　　　　　　　　第23回障大連総会　参加報告
　　　　　　　　　障害者差別解消法パレードin大阪　参加報告

5月　第1回リアライズ運動報告会
　　熊本震災救援募金　活動報告
　　　
6月　生活介護意見交換会　参加報告
　　　熊本被災地支援（9-14日）活動報告
　　　自立支援センターたかつき来所、交流会
　　　第36回国障年総会・記念シンポジウム　講演報告
　　　DPI日本会議総会　参加報告
　　　第25回全国自立生活センター総会（27-29日）　参加報告
　　　TOMODACHI LEAD ON!Tour Japan Series2016ユース研修（30-7/3）活動報告

7月　TOMODACHI LEAD ON!Tour Japan Series2016国際セミナー　参加報告
第２回リアライズ運動報告会
　　　障大連総決起集会　参加報告
　　　韓国の元CILスタッフ来所

8月　大阪府オールラウンド交渉　参加報告
　　　リアライズ10周年祭全体会議
　　　熊本支援活動報告会　参加報告
　 大阪府人権総合講座　講演報告
ピアサロン

　 24時間介助者募集（27-28日）　活動報告
9月　リアライズ合宿（5-6日）　活動報告
　　　リアライズ10周年イベント全体会議
　　　障害者自立生活センター・スクラム来所
　　　相模原障害者殺傷事件に対するアピール行動　参加報告
　　　
10月　新スタッフ　加入報告
　　　ゆめ風基金主催講演会　参加報告
　　　南部障害者解放センター40周年記念企画　参加報告
　　　アクセス関西ネットワーク集会　活動報告
　　　JIL関西ブロック合宿（11-12日）　参加報告
　　　リアライズ新人研修　活動報告
　　　障大連自立支援部会学習会　活動報告
　　　リアライズ10周年祭全体会議
　　　大阪北斗連合バーベキュー　活動報告

11月　第４回リアライズ運動報告会
　　　桃山学院大学授業　講演報告
　　　京都府井手町立泉ヶ丘中学校人権学習　講演報告
　　　ピアサロン　活動報告
　　　泉州障害者自立生活連絡会学習会　活動報告
　　　南海バス研修　活動報告
　　　川本介助者募集　活動報告
　　　自立生活センター・いこらー公開セミナーvol.6　参加報告
　　　重度訪問介護従業者養成研修　活動報告
　　　障大連事業所ネットワーク第１グループ会議　活動報告
　　　障大連全大会　活動報告
　　　
　　　　　　12月　対大阪市オールラウンド交渉　活動報告
　　　　　　　　　夢宙感謝祭　参加報告
　　　　　　　　　誠風中学校人権学習　講演報告
　　　　　　　　　関西広域避難テスト会議　活動報告
　　　　　　　　　重度訪問介護従業者養成研修　活動報告
　　　　　　　　　大阪市オールラウンド交渉　活動報告
　　　　　　　　　障大連障害者自立セミナー　活動報告
　　　　　　　　　コミュニケーションソーシャルワークスキルアップ研修　活動報告
　　　　　　　　　JIL全国セミナー福岡　（20-22）　活動報告
　　　　　　　　　リアライズ10周年祭全体会議　
　　　　　　　　　年末カウントダウンパーテイー　活動報告
　　　　　　　
　　　　　　1月　第5回リアライズ運動報告会
　　　　　　　　　南部障害者解放センター設立40周年記念パーティー　参加報告
　　　　　　　　　リアライズ10周年祭小会議
　　　　　　　　　ピアサロン　活動報告
　　　　　　　　　障害者医療の切り捨て反対！アピール行動　活動報告
　　　　　　　　　リアライズ10周年祭全大会議　
　　　　　　　　
　　　　　　2月　リアライズ現任研修
　　　　障大連施策部会　活動報告　

3月　JIL関西ブロック研修
　　　熊本被災地支援
　　　第8回リアライズ運動報告会
　　　リアライズ卒業パーティー
　　　リアライズ10周年祭全体会議
　　　生活介護パイオニアもちつき大会
Ｂ　その他の事業
１．物品販売事業
バザー、チャリティ等に参加し、物品を販売する。又、活動の成果等に関する書籍等を出版等し、販売する。当該年度は実施しない。
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2017年度ＮＰＯ法人リアライズ事業計画書
2017年4月1日～2018年3月31日

特定非営利活動法人リアライズ

Ⅰ．2017年度活動方針
2017年度はリアライズを設立して10年目を迎える。10年を迎えるにあたって2016年度に確認した、「障害種別や障害者・児を問わず、地域の範囲も限定せず、出会っていく障害者の生活について考えて取り組んでいく」という方針の実現にむけた事業計画を策定する。
また、今まで以上に一人ひとりが役割と責任感をもって活動に取り組むことができるように、リアライズで活動する障害者ならびに健常者の役割を整理するとともに、法人職員においては処遇改善計画に基づくキャリアアップの仕組みについても一新する。
そして、10周年を迎えるにあたって、「成果」「感謝」「繫がり」をテーマに、「NPO法人リアライズ10周年記念祭」を8月26日（土）テクスピア大阪大ホールにて開催する。記念祭では、設立から今日までリアライズを応援してくれた会員の方々、地域の関係機関の方々、親交のある諸団体の方々をご招待し、この10年間の活動やそれぞれの想いを伝える場となるよう、若手のスタッフ中心に準備をすすめているところである。
運動としては、入院時コミュニケーション支援の創設、南海電鉄駅員無配置化の解消、泉大津市社会福祉協議会をはじめ地域の団体等と一緒に取り組んでいる震災についての防災対策について取り組んでいく。
自立生活の支援においては、今まで取り組み切れてこなかった施設から地域への自立支援への梃入れを行っていく。まずは、現在、相談や介助派遣でかかわっているいくつかの施設やグループホームの入所者の地域移行、また、親元などからの地域移行に向けて、リアライズで一丸となって取り組んでいくこととする。
そのためには、2016年度より試行している自立生活応援事業を始めとする地域移行のための事業計画の策定と、自立生活をしてよかったと思えるような環境づくりが必要不可欠である。そこで、2017年度より自立生活応援事業を正式な事業として位置づけ、100万円の予算を設けることとする。
さらには、方針に沿って障害のある児童の支援にも取り組むこととし、指定障害児相談支援事業の開始に向けた準備を行い、手続きが完了し次第開始することとする。
また、自立生活をして孤立することがないように、障害、健常、利用者、スタッフの枠を超えて、人として日常的に付き合っていける関係性づくりや、役割が持てる機会、そのための雰囲気や、きっかけづくりを考える必要がある。このあたりの課題についても、2016年度より生活介護部門と相談支援エンパワメント部門の連携を強化しているところである。こういったことを日常的に念頭においた、コミュニケーションや過ごし方を個々人が取り組むようになっていくことこそが、今のリアライズにおいて大きな力になると考えている。
そして、法人としては、相談支援エンパワメント事業部門は自立生活への入り口、生活介護事業部門は、障害者がピアとしての役割を発揮できる場、それぞれの自己実現の場、介助派遣事業部門は、生活に不可欠な介助という大きな役割を担い、本部部門はリアライズを支える土台として尽力する。そして、各部門が各々の役割を発揮し、リアライズにかかわる一人ひとりが自然とつながっていけるような、そんなリアライズを目指して取り組んでいくことが、今年度の大きな目標である。

Ⅱ．システムアドボカシー活動方針
１．障害者差別解消法及び大阪府障害者差別解消条例の施行に併わせた取り組み
DPI 日本会議、障大連等、ODF、泉州フォーラム等の団体の動向を注視しつつ、障害者差別解消法及び大阪府障害者差別解消条例が障害者の権利擁護のために有効なものとなるよう働きかけを行っていく。
泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会権利擁護部会(障害者差別解消支援地域協議会)に、リアライズが委員として参画していく。

２．泉大津市における非定型申請拒否、支給決定上限問題についての取り組み
非定型の申請は受け付けられ、身体障害者のBさんの支援の必要性に応じた支給決定時間は認められたが、重症心身障害者のAさんについては、本人の自立生活に対する意思の有無について疑問が出され、認められていない状況にある。
今後も自立生活の実現に向けて必要な時間数の獲得に向けて取り組んでいく。

３．泉大津市での審査会の問題についての取り組み
区分認定や非定型の申請時に審査会における差別的発言や権利侵害がないよう、引き続き改善に向けて障大連、泉障連と連携しつつ、リアライズとしては審査会で話された内容についての情報収集を行っていく。

４．泉大津市の入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けての取り組み
現在、障害者総合支援法の施行後3年の見直しを終え、2018年4月から重度訪問介護
サービスを普段利用している障害者が、病気やケガなどで入院した際に、ヘルパーを病院内（病室等）でも利用できるようになることが決まった。しかし、対象者は障害支援区分6の者と限定されていることや、実施されるまでは入院時は利用できない状況が続くため、市に対して引き続き入院時コミュニケ―ション支援事業の創設に向けての働きかけをしていく。

５．南海電鉄駅無人化問題についての取り組み
泉大津市、自治会連合会との関係性を活かし、泉大津市、自治会と連携し、松ノ浜駅の有人化に向けた取り組みを進めていく。

６．和泉中央駅―桃山学院大学間の歩道橋エレベーター設置に向けての取り組み
和泉市、コンサルタント会社、障大連、泉障連で現地調査を行った結果、当初予定の設置場所とは違う新たな設置場所で進めていく方向で話がまとまっている。
2017年に設計図の作成、2018年に着工、2019年に完成予定。
進捗状況について定期的に市の担当者と確認して進めていく。

7. 南海バスの接遇問題等の改善に向けての取り組み
  バスに内蔵されているスロープが出ないケースやバス停で待っているにも関わらず見落とされ発車されてしまうケースが後を絶たない。また、バスを利用した障害者が運転手から差別発言を受けるといった事件も発生している。
泉障連と連携して再発防止策として、障害者を交えた接遇研修や人権研修の実施などを求めていく。

Ⅲ．事業の実施に関する事項　※予算については予算書を参照
Ａ．特定非営利活動に関わる事業
1. 自立生活センター・リアライズ【相談支援・エンパワメント事業部門】
◆相談支援・エンパワメント事業部門方針
相談支援・エンパワメント事業部門では、計画相談を通じてこれまで自立生活センターの存在を知らなかった、地域で家族と同居している障害者たちと出会う機会が増えた。その中には何のサービスにもつながっていない障害者もいたが、普段から気軽に連絡を取り合えるような関係性を築き、本人の困りごとや希望を聞きながら一緒に考え続けている。
今後も引き続き、こうした個別の出会いを積み重ねながら必要なことを一緒に考えていき、障害種別を超えた取り組みを進めていく。その際、相談支援員だけが個別に障害者とかかわるのではなく、リアライズ全体として本人を応援できるようにしていく。
また、長年、施設入所を余儀なくされている障害者の地域移行について、制度の壁などが理由で取り組みが進められない状況があったが、2017年度から新設された自立生活応援事業を活用しながら、他部門と連携しながら地域移行にも取り組む。
他部門との連携という点では、直接担当者会議で介助派遣事業部門と連携して、リアライズの介助に対する考え方や障害者の暮らしのエピソードを記した「これからリアライズの介助派遣を利用するあなたへ」という冊子を作製する。今後の介助派遣の依頼に対し、冊子を活用しながら、リアライズの介助派遣や障害者の暮らしについて伝えていく。
障害者同士の交流する場として、生活介護事業部門と共同して月に一回（第三土曜日）ピアサロンを引き続き定期的に開催していく。
また、全体方針にもあるよう、自立支援の対象者の拡充を念頭に置き、指定障害児相談支援事業の開始に向けての準備を行い、指定が完了され次第、実施することとする。
このような一連の取り組みを通じて、相談を入り口とした、ILP、日中活動、介助利用など、リアライズ全体で障害者の自立支援を共に考えていく体制をとり、どんな障害があっても誰もが当たり前に地域で自立した暮らしが営める社会の実現を目指す。

 (1) 泉大津市指定特定相談支援事業［※障害者総合支援法に基づく相談支援事業］
泉大津市指定特定相談支援事業を引き続き実施する。また、泉大津市・忠岡町地域自立支援協議会に参画し、行政、関係機関、様々な社会資源との連携を図る。


 (2) 自立生活相談事業［※権利擁護事業］
①　自立生活相談事業
自立生活を達成するための相談、セルフプラン作成の支援を実施する。
リアライズの介助に対する考え方や障害者の暮らしのエピソードを記した「これからリアライズの介助派遣を利用するあなたへ」という冊子の作製と活用。

②　ピアカウンセリング事業
個別のピアカウンセリングを必要に応じて実施し、障害者のエンパワメントを図る。また、障害者が集い、交流を通じて相互にエンパワメントできる、地域に開かれた場として「ピアサロン」を開催する。


(3) 自立生活体験事業［※権利擁護事業］
①　自立生活プログラム事業
個別の自立生活プログラム（以下ILP）を必要に応じて実施し、障害者のエンパワメントを図る。
また、2017年度も、「自立生活の実現に結びつけるための活動を最優先に取り組む」という方針に沿って、集団自立生活プログラムを実施する。

②　自立生活体験室事業
宿泊、日帰りでの自立生活の体験の場や、海外研修生などの宿舎として自立生活体験室の提供を行う。


(4) 権利擁護事業［※権利擁護事業］
①　人権セミナー事業
必要に応じて随時実施する。

②　自立生活応援事業
　　　　　自立生活に向けての取り組みを進めていく上で、支援の必要性があるにもかかわらず、制度では認められていない部分を支援する。



(5) 人材育成事業 [※その他、この法人の目的を達成するために必要な事業]
新たな出会いを通じて、自立生活運動を行う上で必要な価値観、経験、実践を知ることで、自立生活センターのスタッフとして必要なスキルを得るための人材育成を積極的に行う。また、ダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業をはじめとする、人材育成への協力も行う。


2. 自立生活センター・リアライズ【介助派遣事業部門】
◆2017年度介助派遣事業部門方針
2016年度に引き続き、男性の介助者不足が大きな課題となっている。このまま介助者不足の状況が続くと、自立支援の取り組みだけでなく、当事者の生活に影響が及ぶことが予想されるため、介助者募集に力を入れていきたいと考えている。
　　　　また、男性常勤介助者の稼働率が高く、特定事業所加算Ⅰの要件である常勤職員率は満たしているものの、今後も継続して取得できるように常勤の介助者を男女一名ずつ入れていけるように取り組んでいく必要がある。
コーディネーター業務の整理については、今年度、リアライズの方針として障害種別に関わらず、自立支援に取り組んでいくことが決まったため、各部門と連携しながら自立生活の実現に向けて取り組んでいく。そして、コーディネーターのローテーションを行うために、体制を整えていく。

(1) 居宅介護事業［※障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく居宅介護事業を実施する。

(2) 重度訪問介護事業［※障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく重度訪問介護事業を実施する。
また、特定事業所加算Ⅰを維持できるよう体制を整備する。
　
(3) 移動支援事業［※障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業］
各市地域生活支援事業に基づく、移動支援事業を実施する。

(4) 介助者研修事業［※自立生活介助者育成事業］
障害者の自立生活についての理解を深めるとともに、当事者の主体性を尊重することのできる介助者の育成を行っていく。
また、介助者が問題を一人で抱え込んだり、孤立したりしないよう、今年度も引き続きコーディネーターによる個別の聴き取り(面談)を行う。
そして、介助者の定着につながる取り組みの一環として、介助者の働き方や介助者の役割等について他の団体とも協力して考えていきたい。

(5) 制度外介助派遣事業［※自立生活支援事業］
自立生活の継続、又は自立生活を目指す障害者であって福祉サービスの対象とならない介助派遣を希望する場合において、有償、又はボランティアでの介助派遣を行うことにより、生活の質の向上、及び社会参加の促進を図ることを目的とする。

(6) 重度訪問介護従業者養成研修事業［※居宅介護等従業者及び介護員養成研修事業］
重度訪問介護従業者養成研修を年2 回程度開催する。


３．生活介護パイオニア【生活介護事業部門】
◆2017年度生活介護事業部門方針
　2017年度で、リアライズは設立10周年を迎える。前年度リアライズの相談支援事業や介助派遣事業、生活介護事業の利用者の対象について、整理がなされた。そこでは、住んでいる場所や障害の種別にこだわらず、自立生活を実現したい当事者を応援していくことが決まった。
この経過を踏まえ、2017年度生活介護パイオニアは、地域での自立生活を目指す障害者にとって開かれた場所とし、「障害者が中心となって、差別のない地域に変えていく」ことを方針に、活動を進めていく。ピアサロンの開催や地域企画、施設イベントへの参加を通し、新たな当事者とのつながりを作っていきたい。
一方、パイオニアは、障害があってもだれもが役割を持って活動できる場所としているが、中心になれる障害者はコミュニケーションが得意な人にかたよっている状況があった。障害の種別を問わずに活動できる場所にするためには、それぞれの能力で判断せず、だれもが参加でき、役割を担い、中心になれる場所にすることが必要となる。また、そうした場にするために、現メンバー同士それぞれが、活動に対しての率直な意見や困っていること、活動でしたいことなど、安心してお互い話せる関係性を作れるような機会を作っていく。
　地域への活動に関しては、2016年度に引き続き、他の団体や地域との関係づくりを図り、企画や取り組みへの参加、参画を通して、障害者の理解を広めていきたい。特に、前年度パイオニアとしても力を入れてきた誠風中学校との関わりでは、人権学習等のプログラム実施に向けてのアプローチに重点を置き、継続的な関わりが築けるようにしていきたい。
　どんな人でも活躍できる場所を目指し、当事者メンバー、健常者メンバーがお互いに理解し支え合う場を作り、差別のない地域にかえていけるよう地域への発信を続けていく。

 (1) 生活介護事業［※障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業］
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）に基づく生活介護事業を実施する。
また、実施にあたり、生活介護計画の作成、身体等の介護、相談、健康管理、送迎サービス等、生活介護事業に必要なサービスを行う。
生活介護パイオニアは、障害者が中心となり、差別のない地域に変えていくことを目的としている場である。また、自立生活を送っている、もしくは、目指している障害者、積極的に活動に取り組んでいく障害者によって構成されており、具体的な活動内容は以下①～⑧の通りとする。

1 　障害者自立生活運動
障害者の生活を自分たちで獲得していくために、オールラウンド交渉や総決起集会等の権利擁護活動への参加を行う。また、共に活動し社会を変えていく仲間を増やすために、自立生活の実現に協力してくれる人材の募集活動等を行う。

2 バリアフリー活動
公共交通機関や街のバリアフリーチェック等の活動を行う。

3 エンパワメント活動
障大連など他団体との交流、研修会への参加、ピアサロンの取り組みや施設イベントへの参加を通して、相互のエンパワメント、仲間づくりを行う。また、パイオニアメンバーの関係を深めるため、メンバーミーティングや遊び企画を行う。

4 　地域活動
ピアサロン活動や泉大津市の市民活動支援センター、社会福祉協議会、福祉地区などの企画や取り組みを通し、地域との交流を行う。また、学校等での講演活動や交流を通して、生活介護パイオニアの活動や障害者の自立生活について、生徒や地域住民に知ってもらう機会を作る。

5 　創作活動
当該年度は休止する。

6 　販売活動
当該年度は休止する。

7 　情報発信活動
生活介護パイオニアの活動をFacebookやツイッターや、機関誌「リアルライフＮＥＷＳ」を通し、情報発信を行う。

8 　余暇活動
当該年度は休止する。




４．NPO法人リアライズ法人本部【本部事業部門】
(1) 他団体との交流、共同推進事業
1 　障害当事者団体及び障害者福祉関係機関との共同推進
泉州地域をはじめ、府内、全国の障害者団体や福祉事業者とのネットワークを構築し、障害者の権利擁護のための共同推進を図る。

2 　骨形成不全症者連絡会事務局の設置
骨形成不全症者同士のネットワークを形成し、情報共有、相談支援、会議場の提供、交流を行う。

3 　Children's Views & Voicesとの連携
児童養護施設経験者を中心とした当事者グループ、「Children's Views & Voices（略称ＣＶＶ）」との連携を図り、交流をすすめる。又、その関わりを通じて、介助者として働く機会を提供し、児童養護施設経験者への就労支援活動も行う。また、泉州地域での活動の際はサロンスペースを提供する。

④　特定非営利活動法人リアライズ設立10周年記念イベントの開催
特定非営利活動法人リアライズが設立10周年を迎えるにあたり、各関係者・機関を招き、記念イベントを開催する。

（2）情報提供発信事業[※情報提供発信事業]
　　　　　　　　活動の報告と自立生活に関する情報発信を、インターネット及び紙面を活用して実施する。ホームページ、Facebookなどのインターネット媒体での発信をおこなう。また、機関誌、「リアルライフNEWS」は、年度ごとに区切った事業報告をおこなうべく、2017年度から4月に発行する。


　Ｂ　その他の事業
1. 物品販売事業
バザー、チャリティ等に参加し、物品を販売する。又、活動の成果等に関する書籍等を出版等し、販売する。当該年度は実施しない。
	理　事　名　簿

	連番
	役　職
	氏　名
	　

	1
	理事長
	三井　孝夫
	自立生活センター・リアライズ　代表

	2
	理　事
	長瀬　翼
	自立生活センター・リアライズ　スタッフ

	3
	理　事
	平下　耕三
	特定非営利活動法人　自立生活夢宙センター　代表

	4
	理　事
	北野　誠一
	特定非営利活動法人　おおさか地域生活支援ネットワーク　理事長

	5
	理　事
	泉本　麻木子
	生活介護パイオニア　代表

	6
	監　事
	細井　清和
	障害者の自立と完全参加を目指す大阪連絡会議　事務局員

	
	
	
	

	スタッフ名簿

	連番
	介助派遣
	氏　名
	役割・担当

	1
	当事者スタッフ
	三井　孝夫
	法人理事長、ＣＩＬ代表、相談支援員

	2
	当事者スタッフ
	西留　一浩
	事務局長、相談支援事業管理者、相談支援専門員

	3
	当事者スタッフ
	辻田　奈々子
	相談支援・エンパワメント事業担当

	4
	当事者スタッフ
	鎭西　雄太
	本部事業担当

	5
	常勤スタッフ
	長瀬　翼
	相談支援専門員、介助派遣

	6
	常勤スタッフ
	吉井　ひかり
	介助派遣事業管理者、コーディネーター

	7
	常勤スタッフ
	福井　彩英
	コーディネーター、サービス提供責任者

	8
	常勤スタッフ
	川口　和洋
	コーディネーター、サービス提供責任者

	9
	常勤スタッフ
	柴田　一平
	コーディネーター、サービス提供責任者

	10
	常勤スタッフ
	星野　貴大
	常勤介助者

	11
	常勤スタッフ
	川端　延昌
	常勤介助者

	12
	常勤スタッフ
	山本　啓司
	生活介護事業管理者、サービス管理責任者

	13
	常勤スタッフ
	高取　美穂
	 (現在、育児休業中)

	14
	常勤スタッフ
	稗田　一敬
	経理、総務、鎭西アテンダント

	15
	常勤スタッフ
	南　早織
	生活支援員

	16
	介助リーダー
	相馬　美可子
	辻田アテンダント、介助派遣、情報提供発信事業担当

	17
	介助リーダー
	北村　ひかり
	介助派遣

	18
	介助リーダー
	新里　翔平
	介助派遣

	19
	介助リーダー
	那須　義樹
	生活支援員、介助派遣

	20
	介助リーダー
	本並　摩美
	介助派遣

	21
	介助リーダー
	奥野　美幸
	生活支援員、介助派遣

	22
	介助リーダー
	矢追　彰吾
	介助派遣

	23
	介助リーダー
	橋本　未来
	介助派遣

	24
	介助リーダー
	高倉　桐生
	介助派遣
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19 3 5 21 21 22 3 94 22

20 4 10 19 20 17 90 20

18 4 11 21 21 20 95 21

21 7 15 20 21 20 104 21

20 4 12 14 20 18 88 20
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20 5 14 18 20 17 94 20

19 5 13 18 19 18 92 19

23 5 16 21 22 22 109 23

235 63 133 223 244 231 22 0 0 0 1151 246
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2016年11月
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image1.emf
№ 利用期間 利用日数 障害種別 性別

12016年4月18日～6月18日 62日間 肢体障害 女性

22017年2月17日～2月19日 2日間 知的障害 男性

3 3月07日～3月11日 5日間 重複障害 女性

4 3月24日～3月26日 2日間 知的障害 男性

計   件 71日間


image2.emf
身体障害 知的障害 精神障害 重複障害 合計

男 5 2 0 4 11

女 2 0 0 2 4

合計 7 2 0 6 15

重度訪問

内移動加算

身体 家事 通院介助 移動 他人介護 制度外 合計

男 12,163.50 1,602.50 0.00 0.00 0.00 0.00 950.00 12.00 13,125.50

女 9,720.00 1,307.00 0.00 0.00 0.00 0.00 522.00 4.50 10,246.50

男 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 536.50 0.00 7.50 544.00

女 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

男 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

女 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

男 5,918.50 690.50 0.00 0.00 0.00 518.00 0.00 202.50 6,639.00

女 6,261.00 551.00 0.00 0.00 0.00 60.00 0.00 0.00 6,321.00

34,063.00 4,151.00 0.00 0.00 0.00 1,114.50 1,472.00 226.50 36,876.00

重度訪問

内移動加算

身体 家事 通院介助 移動 他人介護 制度外 合計

4 2,948.50 318.50 0.00 0.00 0.00 92.00 95.00 1.00 3,136.50

5 3,173.50 356.50 0.00 0.00 0.00 103.50 153.00 1.50 3,431.50

6 3,139.00 360.00 0.00 0.00 0.00 105.00 153.00 0.00 3,397.00

7 3,345.50 389.50 0.00 0.00 0.00 107.00 153.00 0.00 3,605.50

8 3,309.00 378.00 0.00 0.00 0.00 82.00 153.00 0.00 3,544.00

9 3,046.00 312.00 0.00 0.00 0.00 82.00 153.00 1.00 3,282.00

10 2,886.50 401.00 0.00 0.00 0.00 115.00 153.00 8.00 3,162.50

11 2,714.50 332.00 0.00 0.00 0.00 91.50 153.00 176.00 3,135.00

12 3,071.00 394.50 0.00 0.00 0.00 82.50 153.00 28.50 3,335.00

1 2,969.00 262.50 0.00 0.00 0.00 66.00 153.00 2.00 3,190.00

2 2,646.50 293.00 0.00 0.00 0.00 81.50 153.00 3.00 2,884.00

3 2,928.50 353.50 0.00 0.00 0.00 106.50 153.00 5.50 3,193.50

合計 36,177.50 4,151.00 0.00 0.00 0.00 1,114.50 1,778.00 226.50 39,296.50

種　別

身体障害

知的障害

①障害種別利用人数

②障害種別派遣時間数

③月別派遣時間数

精神障害

重複障害

合　計


